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令和 ４ 年度  鹿児 島地 方 労働 審 議 会 

第 １ 回 最 低 工 賃 専 門 部 会  議 事 録 

 

開 催 日 時 令和４年９月 21日（水）9時 55 分～11時 45 分 

開 催 場 所 鹿児島合同庁舎 第１会議室 

出 

席 

者 

公益代表委員   （３名） 采女博文 馬場美紀子 三輪全子 （敬称略） 

家内労働者代表委員（３名） 白石裕治 日高実禎 三浦辰男 （敬称略） 

委託者代表委員  （３名） 田辺勝弘 中田博基 濵上剛一郎 （敬称略） 

事務局      （２名） 中村労働基準部長 勝田賃金室長 

議 

題 

１ 部会長及び部会長代理の選出について 

２ 家内労働等の概要等について 

３ 審議の進め方等について 

４ 鹿児島県電気機械器具、情報通信機械器具、電子部品・デバイス製造業最低工賃

の改正について 

５ その他 

配

付

資

料 

１ 鹿児島地方労働審議会最低工賃専門部会委員名簿 

２ 家内労働法（抄）、家内労働法施行規則（抄） 

３ 地方労働審議会令（抄） 

４ 鹿児島地方労働審議会運営規程 

５ 鹿児島地方労働審議会最低工賃専門部会運営規程 

６ 鹿児島県電気機械器具、情報通信機械器具、電子部品・デバイス製造業最低工賃 

７ 最低工賃改正状況（鹿児島県） 

８ 鹿児島県電気機械器具、情報通信機械器具、電子部品・デバイス製造業最低工賃

の改正決定の必要性の有無に関する報告書 

９ 令和３年度第１回家内労働部会審議経過報告書 

10 鹿児島県電気機械器具、情報通信機械器具、電子部品・デバイス製造業に係る最

低工賃の改正決定について（諮問） 

11 家内労働対策について 

12 電気機械器具関係製造業最低工賃 都道府県労働局別決定状況 

13 同上（「カプラー差し」類似） 

14 令和３年度 電気関係最低工賃に関する実態調査結果 

15 家内労働のしおり 

 

○ 勝田賃金室長 

皆さん、おはようございます。皆さんお揃いですので、定刻より早いですが、始めさせて

いただきます。賃金室長の勝田と申します。よろしくお願いいたします。ただ今より第１

回最低工賃専門部会を開催させていただきます。 

委員の皆様には、最低工賃専門部会委員をお引き受けいただきありがとうございます。 
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また、日頃から労働行政の推進につきまして、ご理解とご協力を賜りこの場をお借りし

て御礼申し上げます。 

本日は、第１回目の最低工賃専門部会でございますので、部会長が選出されるまでの間、

慣例により私が司会を務めさせていただきます。 

本日の資料につきましては、資料番号１から 15までとなっております。昨日、県最賃の

リーフレットが届きましたので、配布させていただいております。ご確認をお願いいたし

ます。それぞれの資料は、議事の進行に応じてご説明させていただきます。 

開催に先立ちましてご出席の委員の皆様をご紹介させていただきます。 

お手元の資料番号１に、委員名簿がございますのでご覧ください。 

それでは、名簿の記載順に従いましてご紹介いたします。 

まず、公益委員からご紹介いたします。采女委員でございます。 

 

○ 采女委員 

  采女です。よろしくお願いいたします。 

 

○ 勝田賃金室長 

  馬場委員でございます。 

 

○ 馬場委員 

  馬場です。よろしくお願いいたします。 

 

○ 勝田賃金室長 

  三輪委員でございます。 

 

○ 三輪委員 

  三輪です。よろしくお願いいたします。 

 

○ 勝田賃金室長 

続きまして、家内労働者代表委員をご紹介いたします。白石委員でございます。 

 

○ 白石委員 

  白石です。よろしくお願いいたします。 

 

○ 勝田賃金室長 

日高委員でございます。 

 

○ 日高委員 

  日高です。よろしくお願いいたします。 



3 

 

 

○ 勝田賃金室長 

  三浦委員でございます。 

 

○ 三浦委員 

  三浦です。よろしくお願いいたします。 

 

○ 勝田賃金室長 

続きまして、委託者代表委員をご紹介いたします。田辺委員でございます。 

 

○ 田辺委員 

  田辺です。よろしくお願いいたします。 

 

○ 勝田賃金室長 

  中田委員でございます。 

 

○ 中田委員 

  中田です。よろしくお願いいたします。 

 

○ 勝田賃金室長 

  濵上委員でございます。 

 

○ 濵上委員 

  濵上です。よろしくお願いいたします。 

 

○ 勝田賃金室長 

最後に事務局を紹介させていただきます。労働基準部長の中村でございます。 

 

○ 中村労働基準部長 

  中村です。よろしくお願いいたします。 

 

○ 勝田賃金室長 

そして私、賃金室長の勝田でございます。 

また、賃金室長補佐の松下については、本日所用のため欠席でございます。 

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

それでは、初めての専門部会でございますので、皆様にお願いをさせていただきます。 

本専門部会の審議内容につきましては、事務局で議事録を作成しております。 

この議事録を正確なものにするため、進行役を除きまして、ご発言いただく前には、お
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近くのマイクを手に取って、必ずご自身のお名前をおっしゃっていただきますよう、よろ

しくお願いいたします。 

それでは、第１回目の専門部会でございますので、審議に先立ちまして、中村労働基準

部長よりご挨拶を申し上げます。 

 

○ 中村労働基準部長 

本日は、ご多忙の中、ご出席いただき、ありがとうございます。 

日頃より、労働行政の円滑な推進について、格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し

上げます。 

皆様方には、最低工賃専門部会の委員をお引き受けいただき、感謝申し上げます。 

ご存じのとおり、最低工賃の改正につきましては、平成 16 年３月 11 日発効以降、これ

まで家内労働部会の了承をいただき、改正諮問を見送ってきたところです。 

しかし、本年２月 15 日に開催されました家内労働部会において、改正の必要性ありとの

結論に至り、３月 10 日に開催された令和３年度第２回鹿児島地方労働審議会において、局

長より最低工賃の改正諮問をさせていただいたところです。 

最低工賃の改正につきましては、地域別最低賃金のように目安額等が示されておりませ

んで、金額をいくらにするのか、また、単位も銭という、細かいものとなりますので、改正

審議においては、苦慮されることも予想されるところです。 

また、事務局としても、18 年以上にわたり、最低工賃を改正しておりませんので、委員

の皆様方にも、ご迷惑をお掛けすることも予想されますが、何卒ご理解、ご協力を賜りま

すようお願い申し上げます。 

事務局といたしましては、委員の皆様方に的確な情報を提供することに十分配慮して、

円滑にご審議いただけますよう最大限の努力をして参りたいと考えているところです。 

部会の円滑な運営に格別のご尽力を賜りますようお願い申し上げまして、私からのご挨

拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○ 勝田賃金室長 

これから先は座って進めさせていただきます。 

それでは、議事に入らせていただく前に、２点ご報告させていただきます。 

１点目が、本専門部会の公開に関することでございます。資料番号４をご覧ください。

こちらは、鹿児島地方労働審議会運営規程でございます。第７条では、第２条から第６条

までの規定は、地方労働審議会令第６条に規定する部会及び最低工賃専門部会について準

用するとされており、第５条に、会議は、原則として公開する。ただし、公開することによ

り、個人情報の保護に支障を及ぼすおそれがある場合、個人若しくは団体の権利利益が不

当に侵害されるおそれがある場合又は率直な意見の交換若しくは意思決定の中立性が不当

に損なわれるおそれがある場合には、会長、この場合は、部会長になりますが、会議を非公

開とすることができるとなっております。 

今回は、部会長選出前でありましたので、原則公開の方針に従いまして、傍聴人の募集
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を行っております。 

その結果、傍聴の希望はなかったことをご報告いたします。 

なお、部会長が選出されましたら、次回以降の専門部会の公開につきまして、部会長に

ご判断をお願いいたします。 

２点目ですが、本部会の成立についてご報告させていただきます。 

資料番号３をご覧ください。地方労働審議会令第８条によりますと、審議会は、委員の

３分の２以上又は家内労働者を代表する委員、委託者を代表する委員及び公益関係委員の

各３分の１以上が出席しなければ、会議を開き、議決することができないと規定されてお

ります。 

本日の専門部会は、全ての委員にご出席いただいておりますので、定足数を満たしてお

り、本専門部会は有効に成立しておりますことをご報告いたします。 

それでは、議題に入ります。本日の議題は、資料の表紙にありますとおり、１部会長及び

部会長代理の選出について、２家内労働等の概要等について、３審議の進め方について、

４鹿児島県電気機械器具、情報通信機械器具、電子部品・デバイス製造業最低工賃の改正

について、５その他となっております。 

１番目の議題は、部会長及び部会長代理の選出についてでございます。 

資料番号３をご覧ください。地方労働審議会令第７条第４項において、前条第５項から

第８項までの規定は、最低工賃専門部会について準用するとなっておりますので、第６条

第５項によりますと、部会に部会長をおき、当該部会に属する公益を代表する委員及び臨

時委員のうちから、当該部会に属する委員及び臨時委員が選挙するとなっております。 

また、同第６条第７項では、部会長に事故があるときは、当該部会に属する公益を代表

する委員または臨時委員のうちから部会長があらかじめ指名する者が、その職務を代理す

るとなっております。 

部会長代理につきましては、部会長選出後に部会長より指名していただきますが、部会

長につきましては、慣例により公益委員の皆様より候補者を推薦していただきまして、皆

様にご承認いただくという選出方法でよろしいでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

○ 勝田賃金室長 

ありがとうございます。この件につきましては、既に、公益委員の皆様にお集まりいた

だき、協議しておりますので、私からその結果を報告させていただきます。協議の結果、部

会長に三輪委員をご推薦いただいております。ご承認いただけますでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

○ 勝田賃金室長 

ありがとうございます。それでは、最低工賃専門部会の部会長に三輪委員に決定させて
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いただきます。 

では、三輪部会長にご挨拶をいただき、これからの議事進行をお願いいたします。 

 

○ 三輪部会長 

おはようございます。ただ今、部会長に選出されました三輪と申します。不慣れではご

ざいますが、一生懸命務めさせていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、早速ではございますが、部会長代理を指名させていただきます。部会長代理

には、馬場委員にお願いしたいと思っておりますが、いかがでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

○ 三輪部会長 

ありがとうございました。それでは、馬場委員よろしくお願いいたします。 

次に、２番目の議題に入ります。先ほど、勝田室長よりご説明があったと思いますが、２

番目の議題は、家内労働等の概要等についてでございます。事務局より説明をお願いしま

す。 

 

○ 勝田賃金室長 

それでは、家内労働等の概要等について、ご説明いたします。 

家内労働につきましては、皆さんご承知のことと思いますが、改めて簡単にご説明いた

します。 

資料番号 11 をご覧ください。コマの右下にページが打ってあります。 

４ページをご覧ください。こちらは、家内労働法の概要です。家内労働法につきまして

は、資料番号２に一部抜粋したものをつけております。 

家内労働は、メーカーや問屋等から部品や原材料の提供を受けて、個人又は同居の親族

と、物品の製造や加工を行うものとされており、家内労働関係には、使用従属関係はなく、

家内労働者は労働基準法等の労働者ではないとされています。 

家内労働法の目的は、第１条に書かれており、工賃の最低額、安全及び衛生その他家内

労働者に関する必要な事項を定めて、家内労働者の労働条件の向上と生活の安定をはかる

ことを目的としております。 

また、最低工賃の決定については、第８条から第 16 条に書かれており、第８条に、労働

局長は、一定の地域内において一定の業務に従事する工賃の低廉な家内労働者の労働条件

の改善を図るため必要があると認めるときは、審議会の調査審議を求め、その意見を聴い

て、当該業務に従事する家内労働者及びこれに委託をする委託者に適用される最低工賃を

決定することができるとされているところです。また、最低工賃は、45都道府県で合計 97

件が決められています。 

６ページの家内労働対策の概要としては、最低工賃の決定及び周知、家内労働手帳の交

付の徹底、工賃支払の確保、安全及び衛生の確保対策を推進しており、また、その他とし
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て、業種別、類型別等の家内労働者数、委託者数等を把握する家内労働概況調査を毎年実

施し、委託者及び家内労働者の詳細な実態を把握、分析する家内労働等実態調査を３年ご

とに実施しているところです。 

昨年度の家内労働概況調査結果につきましては、家内労働の現状として、８ページから

12 ページに記載されております。 

家内労働者としては、家内労働法が制定された昭和 45 年以降をみると、昭和 48 年の約

184 万人をピークとしてその後減少し、令和３年度は 約９万７千人となっております。男

女別にみると、女性が全体の約９割を占めている状況にあります。内職的家内労働者が全

体の約 94％を占め、専業的家内労働者は約５％であります。業種別でみると、その他、雑

貨等を除くと、衣服の縫製、ニットの編立て等の繊維工業が最も多く、次いでコネクター

差し等の電気機械器具製造業となっております。 

委託者としては、昭和 45 年の委託者数は約 11 万３千でしたが、その後減少し、令和３

年度は 7,100 となっております。業種別でみると、繊維工業が最も多く、その他を除くと、

次いで電気機械器具製造業が多くなっております。 

10 ページには、都道府県ごとの家内労働者数、委託者数が書かれており、鹿児島県は、

769 人の 48 委託者となっております。 

次に本題の最低工賃関係業務についてです。14ページをご覧ください。 

14 ページは、最低工賃決定の仕組みで、諮問から効力発生までの流れになります。労働

局長が審議会に諮問し、専門部会が設置され、審議結果が報告、答申され、官報公示を経

て、効力が発生されます。 

15 ページは、最低工賃決定件数の推移で、平成 16 年３月は 154 件ありましたが、今年３

月には 97件まで減少しています。鹿児島県も以前は、横編ニット製造業、男子既製洋服製

造業も最低工賃が定められていましたが、現在は、電気機械器具、情報通信機械器具、電子

部品・デバイス製造業が唯一定められております。 

16 ページは、家内労働者数及び最低工賃適用家内労働者数の推移となります。最低工賃

が適用される家内労働者の割合は、平成 16 年３月は約 50％を占めていましたが、令和３年

３月では、約 17％まで減少しております。 

17 ページは、今年度からの３か年の第 14 次最低工賃新設・改正計画実施方針になりま

す。最低工賃の改正については、実効性の確保を図るため、原則として３年をめどに実態

を把握し、見直しを行うこととされております。なお、今回の最低工賃改正につきまして

は、第 13次の改正計画によるものとなります。 

18 ページは、審議結果一覧で、今回の専門部会は改正諮問に基づき設置されていますの

で、２の改正か４の見送り答申のいずれかの結論をだす必要があります。 

19 ページ、20 ページは、諮問から効力発生までの流れを細かく書いたものになります。 

ここで、改正諮問に至った経緯を簡単にご説明いたします。委員の中には、家内労働部

会委員として、ご承知の方もおられますが、改めてご説明いたします。 

本来であれば、19 ページの一番上に書かれておりますが、家内労働者又は委託者の申出

により労働局長が諮問を行うこととなるわけですが、現状としては、申出はありません。 
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なお、17 ページの最低工賃新設・改正計画実施方針によると、本計画に従った改正につ

いて、実態調査の実施をはじめとする産業界の動向把握を行った結果、委託者の業種にお

ける景況、受注量の減少のため最低工賃の改定が困難等により、なお改正を行う状況にな

いと判断する場合は、地方労働審議会又は同審議会家内労働部会において、必ず、諮問見

送りと判断した理由の説明を行い、公労使三者の了解を得た上で、当該最低工賃について

の改正諮問の見送りを行うこととなっておりますので、これまで、鹿児島県の場合は、資

料番号６を見てもらうとわかりますが、一番下の効力発生の日が、平成 16 年３月 11 日と

なっており、この日を最後に、改正されていないというよりは、改正諮問を見送ってきた

ことになります。 

先ほど、部長のあいさつにもありましたとおり、本年２月 15 日に開催されました家内労

働部会において、最低工賃の改正の必要性をご審議いただいたところ、資料番号８にもあ

りますとおり、改正の必要性ありとの結論に至ったところでございます。審議経過につき

ましては、資料番号９に審議経過報告書があります。審議内容の審議内容の詳細につきま

しては、時間の関係で省略させていただきますが、各委員からは様々な意見がなされ、結

論としては、全会一致により最低工賃の改正の必要性があり、改正諮問すべきとの結論に

達しております。 

その後、資料番号 10 のとおり、３月 10 日に開催された令和３年度第２回鹿児島地方労

働審議会において、局長より最低工賃の改正諮問をさせていただいたところです。 

それでは、資料番号 11の 21 ページ、22ページの戻っていただき、こちらは、専門部会

の組織、委員の任命に関することが記載されております。 

23 ページは、専門部会の審議スケジュールになります。第１回は、部会長・部会長代理

の選出、関係法規の説明、当該業種の概要説明、今後の審議の進め方、実態調査の実施な

ど。第２回は、実態調査結果の報告、審議、関係者からの意見聴取など、第３回は、実地視

察結果の報告、適用範囲、金額についての審議、結審というスケジュールになります。回数

につきましては、審議状況等によって増減することになります。 

24 ページは、調査審議における留意点ということで、４点あります。 

１つ目が、実態調査についてでございます。これにつきましては、昨年 11 月から本年１

月にかけて実施しており、資料番号 14 を２月の家内労働部会においても報告させていただ

いておりますが、そこに書かれている必ず集計する事項について全て網羅しておりません

ので、今後の審議において、参考とする項目がございましたら。追加で調査を実施するこ

とも考えております。 

ここで、資料番号 14 につきましては、家内労働部会委員以外の委員もおられますので、

簡単にご説明いたします。 

電気関係の最低工賃は、約 18 年改正されていないところですが、電機の最低賃金、地域

別最低賃金は、年々上昇しております。 

その中で、鹿児島県における家内労働者数等は、平成 12 年以降、減少しております。最

低工賃が適用される業種でも、平成 16 年と比較しても、大幅に減少している状況にありま

す。 
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また、最低工賃が定められている３品目のうち、ピンサシ、製品並べについては、既に委

託されていない状況にあります。 

カプラー差しについても、鹿児島県内で適用外も含めて、113 人が従事しており、工賃は

50 銭から１円、電線の長さも１ｍ以下が大部分を占めております。 

家内労働者の今後の推移は、自動車産業の動向にもよりますが、急激な増加は見込めな

いものの今後も同程度の水準で推移すると考えられるところであります。 

また、３品目以外の委託業務は、多種多様な業務となっており、比較的人数の多い業務

としては、サス、治具の清掃の 81人、部品検査の 21 人、包みの 14 人で、その他の業務は

10 人未満となっている状況にあります。詳細については、ご確認ください。 

それでは、資料番号 11 の 26 ページにお戻りください。こちらは、労働局において実施

している家内労働関係の調査になります。１つ目が、先ほどの実態調査です。２つ目が、家

内労働概況調査です。これも先ほど説明いたしましたので、省略いたします。３つ目が、家

内労働等実態調査です。この調査は、３年に１回実施されている一般統計調査になります。

令和２年度の結果が、資料番号 15、家内労働のしおりの 30 ページ以降に書かれています。 

次に、27 ページの実地視察についてです。委員による実地視察は、審議の対象となって

いる業務の実態を直接確認するためのものですが、実施の有無を専門部会で決めていただ

くことになります。 

次に、28 ページの参考人の意見聴取についてですが、資料番号２の３ページの家内労働

法施行規則第６条第１項において、地方労働審議会は、法第 11 条第１項の規定により関係

家内労働者及び関係委託者の意見を聴こうとするときは、当該事案の要旨並びに意見を述

べようとする関係家内労働者及び関係委託者は一定の期日までに審議会に意見書を提出す

べき旨を公示しなければならないと規定されておりますので、本年３月 10 日に開催の第２

回鹿児島地方労働審議会の翌日の３月11日から３月24日まで公示を行ったところですが、

意見書の提出はありませんでした。しかし、同条第２項では、審議会は、前項の意見書によ

るほか、関係家内労働者及び関係委託者のうち適当と認める者から意見を聴くものとする

とも規定されておりますので、参考人の意見聴取を実施するかも決めていただくことにな

ります。 

なお、産業別最低賃金専門部会においては、関係する労使が委員になっておりますので、

実地視察や参考人の意見聴取は、必要に応じてということで、現状、実施していないとこ

ろであります。 

今回の最低工賃専門部会においては、現在の最低工賃に関係している委託者につきまし

ては、委員として参加されていますが、関係の家内労働者は委員となっていませんので、

そこも含めて決めていただくこととなります。 

29 ページは、最低工賃額についてです。最低工賃額は、その履行を刑事罰をもって強制

するものであるため、当該業種に係る工賃の実態及び水準等を十分に検討し、審議した上

で決定されるべきものであることとなっております。また、８時間換算額として、法第 13

条第１項に規定する最低賃金との均衡を図るため、最低工賃額 の８時間換算額を算出する

となっております。 
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以上が、家内労働等の概要等についての説明になります。 

 

○ 三輪部会長 

ありがとうございました。ただ今の説明につきまして、皆様の方から何かご質問、ご意

見等はございませんでしょうか。 

 

○ 三輪部会長 

  よろしいでしょうか。 

  次に、３番目の議題に入ります。３番目の議題は、審議の進め方についてでございます。

事務局より説明をお願いします。 

 

○ 勝田賃金室長 

  それでは、審議の進め方についてご説明いたします。 

  令和４年度最低工賃専門部会における審議事項という１枚紙をお配りいたします。 

  まず、資料番号６をご覧ください。こちらは、平成 16 年３月 11 日に発効された最低工

賃の詳細になります。今回、改正諮問がなされましたので、先ほども申し上げましたが、

この内容を改正するのか改正せずに見送り答申するかをご審議のうえ、決めていただくこ

ととなります。 

  審議事項の１番目としましては、産業分類の改定についてです。 

  現在の最低工賃の名称は、鹿児島県電気機械器具、情報通信機械器具、電子部品・デバ

イス製造業最低工賃となっています。資料番号７の裏面の上のほうに書かれておりますが、

最低工賃が新設された昭和 56 年 11 月１日は、鹿児島県電気機械器具製造業最低工賃であ

りましたが、前回の平成 16 年３月 11 日発効の際に現在の名称に変更されております。こ

の名称を変更する必要はないかをご審議していただく必要があります。 

  ２番目は、現在最低工賃が定められている品目は、ピンサシ、製品並べ、カプラー差し

の３つがあります。 

  そこの表にも記載させていただいておりますが、ピンサシ、製品並べについては、委託

されていない状況にありますので、削除することでよいかということと、削除した場合に、

追加できる品目があるのか。また、追加した場合の工程、規格をどうするかということを

ご審議していただく必要があります。 

  また、カプラー差しについては、現在定められている工程、電線、50 センチメートルを

超え 2 メートル以下の端末に取り付けられている端子をカプラーに差し込む作業の変更は

必要ないかということになります。資料番号７を見てみますと、ピンサシ、製品並べにつ

いては、その都度、品目名、工程が変更されていますが、カプラー差しについては、これま

で工程等の変更されていないという状況にあります。 

  ３番目は、品目名の適正化についてということです。資料番号 13 をご覧いただくとわか

りやすいと思います。こちらは、資料番号 12 の全国の電気機械器具製造業最低工賃の中か

ら、カプラー差しに類似するものを抜き出しております。 
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  こちらを見ますと、品目、工程、規格及び金額が書かれておりますが、鹿児島県の場合、

規格が書かれていません。他県でも書かれていないものが見受けられますが、特に、長さ

等の定めがないものになります。 

  このように鹿児島県においても、全国的なものに変更する必要はないかということも、

ご審議していただきたいと考えています。 

  ４番目が、工賃額をいくらにするかということになります。 

  これらの４つにつきまして、ご審議いただきたいと考えているところですが、これらの

項目を決めていくうえで、先ほど、ご説明しましたとおり更なる調査が必要かということ。

また、実地視察が必要かということ。参考人の意見聴取が必要かということをまず、決め

ていただけたらと考えています。 

  なお、参考人の意見聴取を実施することとなった場合は、事務局においての選定は難し

いと考えておりますので、各側において人選していただき、推薦するという方法になると

考えているところです。 

  私からの説明は以上です。 

 

○ 三輪部会長 

  ありがとうございました。今、説明いただきました内容につきまして、ご質問、ご意見

等はございませんでしょうか。 

 

○ 三輪部会長 

ただ今、事務局の方から説明がございました専門部会で審議が必要な事項といたしまし

て、４点ございますので、ご確認をお願いいたします。 

１つ目が、件名についてでございます。現在、鹿児島県電気機械器具、情報通信機械器

具、電子部品・デバイス製造業最低工賃という件名になっております。これについて、改正

する必要はないかというのが１点目です。 

２つ目が、現在、ピンサシ、製品並べ、カプラー差しの３品目について、最低工賃を定め

ておりますけれども、現状、ピンサシ、製品並べは委託されていないということですので、

これを削除してよろしいかいということ。もしくは、ピンサシ、製品並べ、カプラー差し以

外に、追加できる品目があるのかどうか。また、追加するといった場合の工程、規格をどう

するかということも審議していくこととなります。併せて、カプラー差しの工程の変更、

先ほど説明がありましたとおり、長さをいくらにするかというような、もしくは、追加の

必要はないかということでございます。 

３つ目が、ピンサシ、製品並べ、カプラー差しを残した場合、品目名はこのままでよいか

ということ。 

４つ目が、金額をいくらにするかというこの４点を専門部会で審議していくということ

になります。 

また、この４点を審議していくうえで、まずは進め方といいますか、調査の必要がある

かどうか。追加の調査が必要かどうか。また、実地視察を実施する必要があるかどうか。加
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えて、参考人の方々の意見を聴取する必要があるかどうか、実施する必要があるかどうか

ということ決めていただくということが、３番目の議題の進め方でございます。 

それでは、初めに、まず追加の調査が必要かどうかということを皆様に審議していただ

きたいのですが、調査内容はどのようなものにするかも決めないといけないのですが、先

ほど、令和３年度の実態調査結果につきましては、資料 14 で一通り説明いただいたという

ことになります。それを踏まえまして、さらに追加調査を実施するかどうかということを

皆様からご意見等を頂戴したいと思っております。どなたからでも大丈夫ですので、意見

の方をよろしくお願いいたします。 

 

○ 采女委員 

  現時点では、追加調査をする必要性はないのではないかなと思います。ただ、審議の中

で、踏み込んだ調査が必要となれば、その時点で、もう１度検討してはいかがでしょうか。

さらに踏み込んだ調査をすれば、意見の対立が解消されそうだというときには、改めてし

たらと思います。 

 

○ 三輪部会長 

  ありがとうございます。今のご意見に対して、皆様いかがでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

○ 三輪部会長 

  それでは、追加調査は必要ないとのことで進めさせていただきますが、今、采女委員か

ら出ましたとおり、今後の審議において、調査が必要だという判断になった場合には、改

めて判断させていただきたいと思います。今回は追加の調査は必要ないということで、ま

ず１つは終わらせていただきます。 

  次に、実地視察についてでございます。先ほど事務局からご説明ございましたが、実地

視察を実施するかどうか、この点につきましては、いかがでしょうか。 

 

○ 白石委員 

  追加調査と一緒で、現時点では必要なしという考え方で、もし審議の途中で、同様に実

施したほうが良いという皆さんのご意見があれば、その時に求めれば良いのではないかと

思います。 

 

○ 三輪部会長 

  ありがとうございます。今、白石委員からご意見いただきました。実地視察は、今のと

ころ必要ないと判断するが、先ほどと同じように審議を進めていく中で、必要という判断

になりましたら、そこで検討ということで、実地視察は必要ないということで進めさせて

いただきます。 
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  それでは、最後になります。参考人の意見聴取についてでございます。先ほど事務局よ

り説明させていただきました。この点につきましても、参考人の意見聴取を実施するかど

うかという点も含めまして、皆様からのご意見等はございませんでしょうか。 

 

○ 白石委員 

  一緒だと思うんのですが、同様に見送って、審議の中で必要とあればということでよろ

しいではないでしょうか。 

 

○ 三輪部会長 

  ありがとうございます。それでは、今回の意見聴取につきましても、必要ないというこ

とで、実施しないということで進めさせていただきます。 

  それでは、３番目の議題の審議の進め方につきましては、審議が終わったということで

よろしいでしょうか。追加調査、実地視察、参考人の意見聴取については、基本必要ない

と、今のところでは判断させていただき、審議を進めていく中で、必要だという判断に至

った場合には、再検討するということでよろしいでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

○ 三輪部会長 

  次に、４番目の議題に入ります。４番目の議題は、鹿児島県電気機械器具、情報通信機

械器具、電子部品・デバイス製造業最低工賃の改正についてです。 

先ほど、事務局の方から令和４年度最低工賃専門部会における審議事項に基づき１番か

ら順に審議していきたいと思いますが、よろしいでしょうか。進めさせていただきます。 

  最初に、産業分類の改定も含めまして、改めて事務局の方から説明をお願いいたします。 

 

○ 勝田賃金室長 

それでは、ご説明いたします。 

先ほどの令和４年度最低工賃専門部会における審議事項の説明では、１番から順に説明

させていただきましたが、１番から３番までは、一緒に議論したほうがわかりやすいと考

えますので、まとめて説明させていただきます。 

まず、２番目の品目についてですが、現在、最低工賃が定められています３品目のうち、

ピンサシ、製品並べにつきましては、調査の結果、委託されていない状況にあり、今後も委

託される予定はないと考えられますので、削除してはどうかと考えています。 

次に、追加できる品目があるかということですが、先ほどもご説明しましたが、３品目

以外の委託業務で、比較的人数の多い業務としては、サス、治具の清掃の 81 人というのが

ありますが、調査の結果、他の委託業務と比較しても、１時間当たりの作業効率×工賃単

価で計算した場合、他の委託業務と比較しても比較的高い水準、調査結果では、750 円から

900 円であることから、あえて最低工賃を設定する必要はないのではないかと考えていま
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す。また、過去の実地視察の対象とされていますが、追加の議論とはなっていません。 

なお、比較的高い水準と判断しました理由は、調査した別の委託業務の１時間当たりの

工賃と比べても高く、また、資料番号 15 の家内労働のしおりの 39 ページに１時間当たり

の平均工賃がありますが、合計の 520 円、電子部品・デバイスの 562 円と比較しても高く

で設定されており、81 人という人数がいますが、あえて設定する必要はないのではと考え

ています。後ほど、意見をお聞かせいただけたらと思います。 

次に、１番目の産業分類の改定について、ご説明いたします。 

先ほど、平成 16 年３月 11 日発効の際に、鹿児島県電気機械器具製造業最低工賃から鹿

児島県電気機械器具、情報通信機械器具、電子部品・デバイス製造業最低工賃に変更され

たとご説明しましたが、これは、平成 14 年 10 月に日本産業分類が改定され、それまでは、

中分類として、電気機械器具製造業として１本でしたが、関連する産業の拡大に伴い、電

気機械器具製造業から情報通信機械器具製造業及び電子部品・デバイス製造業が分離され

たことで改正に至ったものです。 

なお、先ほどの品目でご説明させていただきましたが、ピンサシ、製品並べを削除して、

追加する品目もないとの結論に至った場合は、カプラー差しのみになりますので、業種的

にも、当初の鹿児島県電気機械器具製造業最低工賃という名称に戻しても支障はないと考

えています。 

次に、カプラー差しの適正化、工程、規格について、ご説明いたします。 

先ほどもご説明しましたが、品目、工程、規格について、全国と統一したらどうかという

ことです。 

事務局としましては、品目はワイヤーハーネス、工程はカプラー差し（電線の端末に取

り付けられている端子をカプラーに差し込む作業）、規格は 50 センチメートルを超え 2 メ

ートル以下としてはどうかということです。 

また、規格についてですが、全国的に見ると、長さを細かく区分しているところも見う

けられ、調査においても50センチメートル以下のものも認められますが、人数もごく少数、

３人程度であることや１メートルまでが大部分を占めていることを考えれば、規格の変更

や追加は必要ないものと考えています。 

以上でございます。 

 

○ 三輪部会長 

ありがとうございました。ただ今、事務局より２番目の品目の決定と３番目の品目の適

正化についても一緒に議論したほうが良いのではとの提案がございましたが、一緒に議論

してよろしいでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

○ 三輪部会長 

  ありがとうございます。それでは、現行品目をどうするかということです。事務局の調
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査では、ピンサシ、製品並べについては、委託されていない状況でございます。これを削

除してはいかがか、構わないかということで、いかがでしょうか。 

 

○ 三浦委員 

  説明は、ありがとうございました。１点だけ確認をさせていただきたいのですが、この

製品並べについては、自動化が進んだことで、委託が行われていないと書いてあるのです

けれども、ピンサシについては、委託が完全になくなったということか、作業そのものが

実際存在しているのか、あと復活する可能性はないのか、今現在はないでしょうが、平成

12 年度は委託者が１件あって、21年度は２件になっている。令和２年に委託が終了という

ことですけども、委託者数が増えたりすることもあるのであれば、可能性があるのであれ

ば、削除する必要はないのではないかと単純に思いました。少し教えてください。 

 

○ 勝田賃金室長 

  ピンサシについては、今回調査対象となるところが、ピンサシの委託をしていないとい

うことで、調査対象にしておりません。実際どこがしていたかと言いますと、京セラの川

内工場と国分工場から直接家内労働に出ていた部分があるのですが、それを辞めたという

ことで、辞めた理由までは聞いていないのですが、業務がなくなったので辞めたのであろ

うと想像しますが、業務自体がなくなったということで、京セラから直接出ていた家内労

働はなくなっている。今残って委託されているのは、主に京セラから協力工場に出したも

のがそこから家内労働に行っているということですので、今後、京セラから直接家内労働

に出すというのはないのではないかと思っております。その業務がなくなったかというの

までは、調べておりませんけれども、京セラが直接家内労働に委託するということはない

と考えております。以上です。 

 

○ 三輪部会長 

  ありがとうございます。日高委員いかがでしょうか。はいどうぞ。 

 

○ 日高委員 

  いただいた資料でいうと平成 21 年の 2009 年、令和３年の 2021 年と間が空いているので

すから、この０というのが２回くらい並ばないと、なかかなそうですよねと言いづらい部

分もあるものですから、もう令和元年からないのですよというとやりやすいのではという

ことです。１回だけ、この資料だけをもって判断はしづらいです。もう少し聞かせていた

だいたら、もうないのだなということで議論が進むと思っています。 

 

○ 三輪部会長 

  ありがとうございます。事務局から今の質問のご回答いかがですか。 

 

○ 勝田賃金室長 
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  抜粋して書いてありますので、そうです。前回、家内労働部会の時に、示した資料があ

りますが、その時が、平成 21 年 10 月、24 年 10 月、27 年２月、29 年２月、３年の 12 月と

いうことで、ピンサシについては、29 年２月も残っておりました。それは、京セラから家

内労働の状況届とかありますので、そこに残っていたのですが、先ほど申し上げたとおり

直接ピンサシについては、今から復活するということはないのだろうと思います。製品並

べについても、29 年の２月は委託者として１社あったでのすが、製品並べの規格が細かく

決められているので、これに合致するのがないというのは把握しております。29 年２月の

調査時点、３年 12月の調査時点で製品並べについては、ほぼされていないというような状

況です。実際は、もしかするとあるかもしれませんが、またそれは、規格が変わってきて、

その規格を調べて決める必要があると思います。現実的には、製品並べについては自動化

されていますので、していないという回答ですので、１回だけということではなくて、29

年の時点で製品並べについては、０であったということになっております。 

 

○ 三輪部会長 

  今、事務局からのご説明ですと、平成 29年２月にピンサシ、製品並べの委託者数が１件

ずつは残っていたということですが、製品並べについては、自動化が進んでおり、家内労

働者もいらっしゃらないという現状、ピンサシが日高委員からもご指摘がありましたとお

り、まだ１件あって家内労働者も 10 名程度、それから、令和３年の 12 月が０というとこ

ろの調査結果というところでありますので、この間の調査報告の数字がないということで

すかね。現状見て、ピンサシ、製品並べの品目を残すべきか否かというところを審議して

いただければと思います。いかがでしょうか。 

  委託者側からのご意見等ございませんか。 

 

○ 中田委員 

  県全体の統計が私もわかりませんので、簡単には言えないところもありますが、当社で

いいますと先ほども話がありましたとおり、製品並べは、平成 26 年くらいまである程度あ

りましたが、ほぼ少ないという形で、また復活するのではないかということで、若干名確

保という意味では残しておりましたが、実際はほとんどないということで、うちの方もた

しか平成 30 年、31 年から完全に登録者自体も０にしているというような経緯があります

ので、製品並べは現状も０で、理由は自動化という流れということです。ピンサシは、昔

の話で、私も直接ではないのではっきり言えませんが、これもかなり小さくなってきて、

完全に自動化になってきていると聞いております。この数年は０になってきているのでは

ないか。これは確認しておりませんが、聞いてきている範囲ではそのような流れになって

おります。京セラの話がありましたので、近年自動化の流れになってきておりますので、

先ほど、サスの清掃の話もありましたが、若干うちの方も残っておりますが、ほかの工場

も含めて、自動化の流れが来ておりますので、正直あと何年行くのかなと思っております

ので、当社として段々減ってきております。私の方からは、以上です。 
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○ 三輪部会長 

  貴重なご意見ありがとうございました。今、お話を聞いた中で、皆様いかがいたしまし

ょうか。この品目の、部分でございますが。 

 

○ 采女委員 

  ちょっと意見は分かれているようですが、ピンサシと製品並べについては、限りなく０

に近くて、将来復活するのは、０ではないと思いますが、今の時点で、適正な金額を議論

することは、不可能と思いますので、ピンサシと製品並べについては、一応削除した形で、

カプラー差しに絞ったほうがいいのではという気がします。あとついでに、サス清掃も追

加する余地はあるのかと思いますが、実態として、１時間当たり 750 円を上回っていると

いうことであれば、この部会でいじらないほうがいいのかなという気持ちがいたします。

以上です。 

 

○ 三輪部会長 

  ありがとうございました。皆様いかがでしょうか。それぞれ意見が出ているところだと

思いますが、一応、ピンサシと製品並べについては、現状議論させていただきまして、削

除の方向でよろしいでしょうか。また、もしという状況になったときに、その時には工程、

規格も変わってくるであろうと思いますし、この部会で審議するのは、どうかというとこ

ろがございますので、ピンサシ、製品並べについては、削除する方向で進めさせていただ

きます。 

今、采女委員の方からもありましたが、追加できる品目、先ほど清掃の部分とかありま

したが、81 名といらっしゃる。人数はいらっしゃるのですがということだったですが、追

加できるような先ほど時間換算にしてもある程度の金額がいっているのでということで、

こちらについても追加品目はないという形で、審議を進めさせていただいてよろしいでし

ょうか。もし追加すべきだという委員の方がいらっしゃれば、こちらのほうでご意見をい

ただければと思います。 

 

（異議なし） 

 

○ 三輪部会長 

  よろしいでしょうか。それでは、新たに追加する品目はないということでございます。 

  それでは、１番最初の件名につきましてですけれども、新たに追加する品目もないこと

から、現在の件名から、情報通信機械器具、電子部品・デバイスを削除して、元に戻る形に

なりますが、鹿児島県電気機械器具製造業最低工賃と件名の方は、改正することでよろし

いでしょうか。 

 

（異議なし） 
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○ 三輪部会長 

  ありがとうございます。それでは、最低工賃の件名は、鹿児島県電気機械器具製造業最

低工賃といたします。 

  次に、カプラー差しについてでございます。品目の適正化ということで、事務局より品

目をワイヤーハーネス、工程をカプラー差し、電線の端末に取り付けられている端子をカ

プラーに差し込む作業、規格は 50センチメートルを超え２メートル以下としたいとの説明

でしたが、これにつきまして、何かご質問、ご意見等はございませんでしょうか。 

 

○ 日高委員 

  わかっていたら教えてほしいですが、50 センチから２メートルとなっている。場合によ

っては、20 センチとあるのですが、なぜこの長さになっているのかわかれば教えてくださ

い。 

 

○ 勝田賃金室長 

  こちらについて、直接調べたわけではございませんが、ワイヤーハーネス自体が、使わ

れるものによって、長さが変わってくるということになると思います。基本的に 50センチ

から２メートルと決めているところは、自動車用のワイヤーハーネスではないかと思いま

す。それより下の長さで決めているところは、自動車ではなくて別の民生用の電気製品の

ワイヤーハーネスということではないかと思います。調べたわけではございませんが、そ

ういうことなのかと思います。ワイヤーハーネス自体が、自動車用とそれ以外として、自

動車以外のところは、細かく決めているのかなと思います。コネクター差しもカプラー差

しと同じようなものですが、コネクターで決めているところは、よく見ますと長さは決め

ておりません。ワイヤーハーネスとしているところが、長さで決めて区分されていますの

で、そこが違いなのかなと、私がこの資料を見る限りではありますけれども、どのように

決められたかというのはたどってみないとわからないところではあります。 

 

○ 日高委員 

  現在、これにあてはまっているのか、実際、カプラー差しをされている方々は、これに

合致しているのでしょうか。 

 

○ 三輪部会長 

  それでは、田辺委員よろしいでしょうか。お願いします。 

 

○ 田辺委員 

  実際はあります。ただし、家内労働であり、自分の家の中でやるということになります

ので、あまり長いものはできないです。せめてできる範囲が、その２メートルぐらいかな

ということになります。極端に長いものは、私どもの協力会社からは家内労働の方には出

していない。長いものに関しては、協力会社の社内でやっているというようなことになり



19 

 

ます。先ほど話がありましたけれども、私どもの矢崎グループにも機電という業種もあり

まして、自動販売機のワイヤーハーネス、農業機械のワイヤーハーネス、ロボットに使わ

れるワイヤーハーネスということで、非常に短いものもありますけれども、そのようなこ

とから 50センチ以上２メートルとなっているのではないかと思います。実際としては、家

内労働して出していると思います。 

 

○ 三輪部会長 

  ありがとうございました。家内労働で出すとすれば、50ｃｍから２ｍ以下が多いという

ことになりますか。 

 

○ 田辺委員 

  はい。 

 

○ 三輪部会長 

ありがとうございました。ということであれば、規格も事務局から提案された 50ｃｍ超

え２ｍ以下ということで、変更することでよろしいでしょうか。 

  それでは、もう一度確認をいたします。カプラー差しをワイヤーハーネス、工程をカプ

ラー差し、電線の端末に取り付けられている端子をカプラーに差し込む作業とし、規格は

50 センチメートルを超え 2メートル以下という内容で、今回変更したいと思いますが、い

かがでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

○ 三輪部会長 

  よろしいでしょうか。ありがとうございます。 

  最後に、工賃額の決定についてでございます。これにつきまして、皆様の考え方を含め

まして、何かご意見、ご質問等はございませんでしょうか。 

 

○ 三輪部会長 

  工賃額をいくらにすると今からなるかと思いますが、なかなか難しいと思われますので、

事務局から過去に改正した際の経過や工賃額を決めるための参考となるものがあれば、説

明をお願いいたします。 

 

○ 勝田賃金室長 

  それでは、今、お配りしました資料で、ご説明いたします。 

  工賃額の決定ということで、１番目に、従来の工賃決定方法、審議方法についてという

ことで、基本的には、１時間当たりの工賃額を決定して、１時間当たりの工賃額を標準能

率で割り、１個当たりの工賃が出ますので、銭未満一桁を切り上げる方法でこれまで決め
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てきているという経過があります。 

  ２番目に、前回、平成 16 年３月 11 日発効の改正の場合については、こちら決める際の

もとにした資料が、平成 12 年時の対地賃比で１時間当たりの工賃額を計算しております。

ピンサシが 54.0％、製品並べが 53.7％、カプラー差しが 65.0％という数字を用いて計算さ

れております。前回改正時の地賃が、605 円ですので、この金額に前回の各最低工賃の対地

賃比を掛けて出した１時間当たりの工賃額が、ピンサシが326.7円、製品並べが324.88円、

カプラー差しが 393.25 円となり、これを標準作業量で割ると、ピンサシは１時間あたりに

380 個ということで、85.9 銭となり、これを切り上げると 86 銭となります。製品並べは

1550 が標準作業量となっているので、それで計算すると 20.9 銭、切り上げると 21 銭とな

ります。カプラー差しは、927 差しが標準作業量になります。この標準作業量は、平成５年

から変更しておりません。これで計算すると、42.4 銭で、切り上げると 43銭となっており

ます。本日の資料７の裏面を見ますと、ピンサシは、平成 16 年は 86 銭で改正されており

ません。計算をした結果、ピンサシ、製品並べについては、86 銭と 21 銭となり、前回と金

額が変わらないとなり、金額の改定は行われておりません。カプラー差しについては、43

銭となるはずでしたが、42 銭となっておりますので、これは、専門部会での話し合いで、

委託者の反対により最終的には家内労働者側が譲歩して、すべて据え置きで結審したとい

う経過になっております。ただ、カプラー差しの対地賃比の推移ですが、この 65.0％は、

対地賃比があって決めたものではなく、平成 12年に改正した工賃額から最終的に換算して

65.0％になったということで、カプラー差しの対地賃比に推移については、平成５年時は

57.8％、平成７年時は 58.5％、平成 10 年時は 62.9％といことで、前回の平成 12 年時は

65.0％になっておりますが、カプラー差しについては、据え置きのままですので、対地賃

比に逆算すると、65.0％より少なくなります。最終的に決まった額を、決定方法は、上か

ら順に、１時間当たりの工賃額を決定してとなりますが、工賃額を決めて逆算して決まっ

たということになります。 

  現在の地賃で同じように計算した場合、地賃が改正時期ではありますが、現在の 821 円

の場合は、65.0％で計算すると、58銭という数字が出ます。853 円の場合は、60 銭となり

ますが、全国で同じ規格のカプラー差しありますので、その最高額が愛知の 58 銭でありま

すので、58 銭、60 銭が愛知並み、それを超えることになります。基礎となる対地賃比の

65.0％で良いのかということもありますし、標準作業量の 927 もですが、ただ、927 という

のは当初からこれで決めてあるので、これをあえて変えるというのは難しいと思いますの

で、対地賃比が妥当かということになると思います。 

  例えば、令和２年度の家内労働概況調査によると、平均工賃額は、１時間 520 円となっ

ていることから、最低賃金の全国加重平均、令和４年度は 961 円、令和３年度は 930 円、

令和２年度は 902 円で比較すると、それぞれ計算しますと、54.1％、55.9％、57.6％とな

ります。また、鹿児島県の地賃、令和４年度の 853 円、令和３年度の 821 円、令和２年度

の 793 円で比較すると、61.0％、63.3％、65.6％となります。それぞれで計算しますと、

最小値の 54.1％で計算しますと、現在の 821 円で 48 銭、853 円で 50 銭という金額になり

ます。最大値の 65.6％で計算しますと、59 銭とか、61銭という金額になります。 
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  また、参考としまして、鹿児島県最低賃金引上げ率により計算したものとして、資料の

３枚目に表をつけておりますが、平成５年度にカプラー差しの最低工賃 32 銭が決まりまし

たので、その後の最低賃金の上昇に伴って、上昇率を掛けて、現在の最低賃金が同じよう

に上昇した場合で計算すると、51.7 銭という金額になります。平成 13年度に 42銭という

のがありますので、同じように計算すると、59.31 銭ということで、50 銭から 60 銭の間と

いうことになります。 

  ４枚目、５枚目は、同じ規格の最低工賃がありますが、別添２は、単純に令和４年度の

最低賃金を最低工賃で割って、時間当たりの差し数を出したものです。平均の 1924.71 本

で計算をしますと、44.25 銭となります。同規格の最高が、大分の 1642.31 本で計算した場

合が、51.94 銭となります。東京の場合は、規格が違うので、比較対象にはならないと思い

ますが、カプラー差し、コネクター差しでいいますと、東京の 80 銭が一番高いので、東京

の最賃を 80 銭で割ると、1340 本となり、それで計算すると 63.66 銭となります。最高額の

愛知を基にすると、50.18 銭となります。別添３については、令和３年度の最低賃金を基に

計算しておりますので、参考までに見ていただきたいと思います。 

  これらを総合的に勘案しますと、いくらがいいのかというのは難しいところです。50銭

から 60 銭の間が、妥当かどうかはわかりませんが、単純に計算をするとこういう数字にな

ります。金額を審議していくうえで、何もないと困るということですので、出させていた

だきました。参考にしていただけたらと思っております。私からは、以上です。 

 

○ 三輪部会長 

  ありがとうございました。事務局の方から、過去に改正した際の経過とか、工賃額を決

めるに当たっての参考となる計算方法とか、資料を提示いただき、説明をしていただきま

した。今の説明につきまして、何かご質問、ご意見等があれば、各委員から出していただ

ければと思います。いかがでしょうか。 

 

○ 日高委員 

  前回、実際いくら払っていると聞いたのですが、大体どのくらいで支払われているのだ

ったでしょうか。 

 

○ 勝田賃金室長 

  先ほども申し上げましたとおり、50 銭から１円の間ということです。多分、田辺委員は

ご存じだと思いますが、長さで若干金額が変わるというのを聞いておりますし、それに複

雑さが入ると割り増しがあったり、それぞれ製品によって、１差しの金額が変わってきま

すので、聞いている範囲では、50銭から１円の範囲で設定されているということでありま

す。以上です。 

 

○ 三輪部会長 

  田辺委員、追加で何がございますか。 
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○ 田辺委員 

  私も協力会社に聞いてみたのですが、今決められている 42 銭、これで出そうとしても、

絶対やってくれないと。やはり、ここに書いてある実態調査にある 50 銭以上出さないと家

内労働をやってくれる人は全くいないですとの話は受けておりますので、これが実態だと

感じました。以上です。 

 

○ 三輪部会長 

  ありがとうございました。日高委員、今のお話いかがだったでしょうか。 

 

○ 日高委員 

  はい、わかりました。県の産業別最賃で電子部品をやらなくなったのですが、どこの業

態でもこれを決められるわけではないです。限られた業種しかできない。県内では、人手

不足が非常にある中で、どうして人を集めるかというときに、使用者にとってもいい武器

になるのは確かなのです。これまでもいじらずにずっといくのか、社員のことを考えてい

る姿勢を示すのか、実際、高い額を払っているわけですから、検討すべきだと思っており

ます。中田委員のところにも、何年か前、家内労働部会でお伺いしたかと思うのです。そ

の時も、家内労働だけでは生活ができないものだから、工場の仕事も手伝ってもらってい

るということでした。働く側からしても、ありがたい。企業にとっても、人を囲い込む非

常にいいことだし、ユーザーさんにしても急な注文が来ても、人がいなくて、それに答え

られない。人を確保して作業していくと、中田委員のところはよく考えられていただいて

いると感じたところです。 

  実際いくらなのかと非常に難しいですよ。最終的には、使用者の方からこれぐらいがい

いかなと答えを出してもらうと、私どももいいかという議論になるのではないかという気

はしています。私たちも欲しいのは欲しいですが、いくらでとはならないので、実態とか

け離れないところで、一定のところで落ち着かしていただけたらというのが本音の部分で

す。以上です。 

 

○ 三輪部会長 

  ありがとうございます。事務局、今日この場で金額はないですよね。次回の審議会で決

定ということで、今日はご意見を聞いたうえですよね。先ほど、事務局の説明でも、３回

程度行うというお話があったかと思いますが、３回にこだわる必要はないかと思いますが、

本日、この場で具体的な金額を決めるのは難しいと思われます。ただ、家内労働者側、委

託者側からお話をいただきましたので、次回の専門部会の際に、より具体的な金額を提示

いただいたうえで、審議を進めていきたいと思っておりますが、こういった流れの進め方

でよろしいでしょうか。今日ここ場で、今の労働局からの資料で何銭にしようというのは、

今日ここでしないですね、もちろん皆さんで持ち帰ってご検討いただいたうえで、第２回

専門部会に臨んでいただければと思っております。もし参考までに、業界のこととか、参
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考になるご意見等ございましたら、この場で出していただければと思います。他になかっ

たでしょうか。中田委員はなかったですか。 

 

○ 中田委員 

  今回の議題に関してではないですが、我々としましても、内職の方いろんな方の事情も

ありまして、隙間でしたりとか、奥さんたちがといういろんな形で、こういった方がたく

さんつながるということは、こちらのお手紙もらっておりますし、これからもいろんな製

品が変わっていく上では、やはり家族というのがありますので、こういったのを充実して

いるのはいいことだなと思っております。やはり内職でつながっている関係で、本来は正

規で働いてもらいたいケースにもなっていきますので、そういった意味で充実していくの

はよろしいかと思いますが、如何せん自動化の流れとか、そちらのほうが大きくなってい

きますし、本当に大変な雇用の確保というのが最大の課題になっております。これは、単

なる個人的な意見ですけれども。今回の議題については、特にありません。 

 

○ 三輪部会長 

  ありがとうございます。濵上委員いかがでしょうか。 

 

○ 濵上委員 

  あまり内容的にわからずに失礼しますが、いわゆる最賃でいう未満率は０という判断で

よろしいわけですよね。とても 42銭では、できないということで企業が努力されて、高い

工賃で内職をされているということで、少しほっとしているところではあります。あとは、

委託者で相談させていただいて、この部会というのは改正の必要性ありということで、そ

れはやはり１銭でも積まなければいけないということでしょうか。 

 

○ 勝田賃金室長 

  家内労働部会で全会一致に至ったという中には、工賃の改正を前提とするものではなく、

品目であるとか、工程についても見直しを含めて議論するとなっておりますので、前回も、

件名や工程が変わっていますが、実際金額は変わっていないということがありますので、

そのような結論に至るということはあると思います。それは、話し合いの中でということ

になります。 

 

○ 濵上委員 

  わかりました。今日、ご議論いただいた内容等を検討したうえで、判断していきたいと

思います。 

 

○ 三輪部会長 

  ありがとうございます。家内労働者側の白石委員、三浦委員の方からは、次の第２回の

部会で、具体的な数字を審議するという形になりますけど、よろしいでしょうか。 
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○ 白石委員 

  県最賃の話で、濵上委員からありましたが、未満率というのがありますので、引き上げ

たときの影響率みたいな数字がでれば、１円単位ではないので、何とも言いようがないで

すが、もしそういうのが出るようであれば、参考にできればと思っています。ないですよ

ね。 

 

○ 勝田賃金室長 

  無理だと思います。細かく私が、カプラー差しの工賃設定を把握してないですが、製品

の中身によって単価を変えたりしていますので、同じ人が計算をしたら 50 銭の場合もあり

ますし、60 銭の場合もあり、それが入り乱れている可能性があるので、影響率というのは、

直接どの程度あるのかと調査しても難しいと個人的には思っています。 

 

○ 白石委員 

  ありがとうございます。県最賃だと影響率を見ながらやっているものですから、それが

出ればと思って聞いてみました。 

 

○ 三輪部会長 

  三浦委員の方は、いかがでしょうか。 

 

○ 三浦委員 

  特にありません。 

 

○ 三輪部会長 

  ありがとうございます。ただ今、各側からご意見をいただきましたので、これ以上の金

額の審議については、終了させていただきたいと思います。次回の専門部会の際には、具

体的な金額をご提示いただき、審議を進めていきたいと考えておりますので、各側ともご

検討いただいたうえで、第２回専門部会に臨んでいただければと思っております。 

  最後に、５番目の議題に入らせていただきます。今後の審議について、何かご意見など

はありませんでしょうか。 

 

○ 三輪部会長 

  特にないようであれば、事務局から何かございませんでしょうか。 

 

○ 勝田賃金室長 

  ３点ございます。 

１点目が、今後の専門部会の公開に関することでございます。 

改めて、資料番号４をご覧ください。鹿児島地方労働審議会運営規程第５条には、会議
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は、原則として公開する。ただし、公開することにより、個人情報の保護に支障を及ぼすお

それがある場合、個人若しくは団体の権利利益が不当に侵害されるおそれがある場合又は

率直な意見の交換若しくは意思決定の中立性が不当に損なわれるおそれがある場合には、

会長、この場合は、部会長になります。会議を非公開とすることができるとなっておりま

す。 

今回は、部会長選出前でありましたので、原則公開の方針に従いまして、傍聴人の募集

を行いましたが、次回以降の専門部会の公開につきまして、部会長にご判断をお願いいた

します。 

ちなみに、最低賃金専門部会については、運営規定において、原則として非公開とする

となっておりますので、非公開としております。 

２点目が、本日の議事録と会議資料の公開の取り扱いについてでございます。 

資料４の鹿児島地方労働審議会運営規程の第６条第２項によりますと、議事録は、原則

として出席委員に電子メール等により議事内容を確認の上、公開する。ただし、公開する

ことにより、個人情報の保護に支障を及ぼすおそれがある場合、個人若しくは団体の権利

利益が不当に侵害されるおそれがある場合又は率直な意見の交換若しくは意思決定の中立

性が不当に損なわれるおそれがある場合には、会長は、議事録及び会議の資料の全部又は

一部を非公開とすることができるとされております。 

そこで、本日の議事録と会議資料について、公開するかどうか審議をお願いします。 

３点目が、今後の専門部会の日程についてでございます。来週から、産業別最低賃金の

専門部会が開催されますので、10 月下旬以降に開催することで、日程調整をさせていただ

きたいと考えております。各委員の皆様には、ご協力をお願いしたいと思います。 

以上です。 

 

○ 三輪部会長 

  ただ今、３点について事務局より説明をいただきました。 

１点目が、今後の専門部会の公開についてですが、私としては、今後、金額審議に入りま

す。個人情報の保護に支障を及ぼすおそれがある場合、先ほど説明がありましたとおり、

意思決定の中立性が不当に損なわれるおそれがあるのではないかと予想されますので、非

公開という形をとらせていただきたいと思いますが、皆さん如何でしょうか。 

 

（異議なし） 

 

○ 三輪部会長 

  ありがとうございます。それでは、今後の専門部会は非公開とさせていただきます。 

  ２点目の本日の議事録と会議資料についてでございます。鹿児島地方労働審議会運営規

定第６条第２項の但し書きに該当するものはなく、公開しても支障が生ずるおそれはない

と判断しますが、皆さん如何でしょうか。 
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（異議なし） 

 

○ 三輪部会長 

  ありがとうございます。それでは、本日の議事録と会議資料は、公開とさせていただき

ます。 

  また、後日、事務局より議事録を電子メールにて送付させていただきますので、議事内

容の確認をお願いいします。 

  なお、委員限りの資料につきましては、非公開という形で扱わせていただきます。 

  最後に、今後の専門部会の日程でございます。先ほど、事務局から説明がありましたと

おり、10 月下旬に開催することで、日程調整する形になりました。よろしいでしょうか。 

 

（異議なし） 

 

○ 三輪部会長 

  それでは、改めて事務局において日程調整をお願いいたします。 

  以上を持つまして、本日の最低工賃専門部会は、閉会という形になります。ありがとう

ございました。 


